
“これからの日本社会や、そ
こでの様々な課題を考えてい
くにあたり、おそらくその中
心に位置していると思われる
のが「コミュニティ」という
テーマである”
これは、広井良典著「コミュ

ニティを問いなおす---つなが
り・都市・日本社会の未来」
のプロローグの書き出しであ
る。私もまったく同感で興味
深い。早速この著書から広井
の「コミュニティ」論の一端
をみてみたい。

その１．現在日本社会の
コミュニティ

戦後の日本社会とは、「農
村から都市への人口大移動」
の歴史であったが、都市に移っ
た人々は（独立した個人と個
人のつながりという意味での）
都市的な関係性を築いていく
かわりに、「カイシャ」そし
て「(核)家族」という、“都
市の中のムラ社会”ともいう
べき、閉鎖性の強いコミュニ
ティを作っていった。そうし
たあり方は、経済成長の時代
には一定の好循環をなしてい
たが、経済が成熟化してその
好循環の前提が崩れるととも
に、カイシャや家族のあり方
が大きく流動化・多様化する
現在のような時代においては、
それはかえって個人の孤立を
招き、「生きづらい」社会や
関係性を生み出す基底的な背
景になっている。

その２．日本人の社会的
孤立とコミュニティ

ここの図に示されているよう
に、国際的に見て日本はもっ
とも「社会的孤立度」の高い
国であるとされている。その
場合「社会的孤立」とは、家
族以外の者との交流やつなが
りがどのくらいあるかという
点に関わるもので、日本社会
は“自分の属するコミュニティ
ないし集団の「ソト」の人と
の交流が少ない”という点に

おいて先進国の中で際立って
いる。日本人は集団の内部で
は過剰なほど周りに気を遣っ
たり同調的な行動が求められ
る一方、一歩その集団を離れ
ると誰も助けてくれる人がい
ないといった「ウチとソト」
との落差が大きな社会になっ
ている。このことが、人々の
ストレスと不安を高め、生き
づらさや閉塞感の根本的な背
景になっているのではないか。

その３．したがって日本
社会における課題は

「個人と個人がつながる」よ
うな、「都市型のコミュニティ」
ないし関係性というものをい
かに作っていけるか、という
点に集約される。

その４．都市型コミュニ
ティ をつくるうえでのポ
イントは ひとつには“集団
を超えた普遍的なルールない
し原理・原則の構築”という
点が大きな課題となり、また
“もっと日常的なレベルでの
ちょっとした行動パターン
（挨拶、お礼の言葉、見知ら
ぬ者どうしのコミュニケーショ
ン等）”の在りようが同時に
重要である。

⇒“すぐ出来ること”
人口の減少、少子化、高齢

化、孤独化など、日本社会は
いままで経験したことのない
試練の入口付近にあります。
お礼の言葉や知らぬ者どうし
の挨拶行動などは、社会にお
ける人と人の関係性の根本に
関わるものであるが、変わっ
ていくのは難しい課題です。
しかし新しいコミュニティ創
りのための一歩として、意識
すれば、誰でもが、何時でも、
何処でも出来る日常的なコミュ
ニケーションを始めようでは
ありませんか。

（注）都市型コミュニティと
農村型コミュニティ

「都市型コミュニティ」とは,
独立した個人と個人のつなが
りというべき関係のあり方を
指し、個人の独立性が強く、
またそのつながりのあり方は
共通の規範やルールに基づく
もので、個人間の一定の異質
性を前提とする。「農村型コ
ミュニティ」とは、“共同体
に一体化する個人”ともいう
べき関係のあり方を指し、そ
れぞれの個人が一定の「同質
性」ということを前提として、
凝集度の強い形で結びつくよ
うな関係性をいう。

云うまでもなく,日本社会に
おいて圧倒的に強いのは「農
村型コミュニティ」の関係性
のあり方である。（笹野哲郎）
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私たちの活動の基本理念

一人ひとりを尊重し
共に支え合い

みんなで創る
私たちのまち



子ども支援部 活動報告
(1)学校・ＰＴＡ支援活動につ

いて

学校支援については、一応出来

たと思いますが、今年もＰＴＡ活

動への協力が不十分であった。Ｐ

ＴＡとのコミュニケーションを密

にする必要がある。

(2)防災・防犯支援活動

今年度は活動が少ない予定でし

たが、児童と消防団や地域の人々

との協働によるバケツリレー、更

に先生を含む防災ベンリグッズの

作成実習

など成果

もありま

した。

(3)安全

生 活 見

守 り 支

援活動

昨年よ

り椎の木

台と桜台

で別個に

開催され

た「訪問

員会議」は如何であったか？ ま

た見守り訪問員の増員が困難であっ

たなど検討が必要である。

(4)歳末助け合い運動の実施

今年は、12月24日に開催しまし

たが、やはりＰＲ不足か？ 参加

者集めにもう少し研究が必要？

お手伝い頂いた方々にはお礼申

し上げます。

安全部 活動報告
(1)市原市総合防災訓練の地

区会場訓練について有秋支所

と 打合せのもとネットワー

ク主体で計画作成し、５町会

と有秋南小学校一体の訓練を

実施した。

①各町会で整備を進めた「安否

確認シート」を使った全戸安

否確認訓練を初めて５町会そ

ろって実施、各町会の状況確

認や更なる改善点の把握がで

きた。

②南小学校会場訓練として有秋

分署、消防団、各町会役員、NW

メンバーの協力を得て小学児童

１～６年生全員と一体型訓練を

行った。

③ネットワークメンバーの協力

による防災ベンリグッズの製作

を行った。

(2)南小学校防災・防犯関連行

事への対応

引渡し訓練、市内一斉訓練（集

団下校）、マラソン校外練習等へ

参加した。

(3)各町会

の 「 安 否

確 認 シ ー

ト 」 を 活

用 し た 訓

練 と 安 否

確 認 方 式

の見直し

①市原市総

合防災訓練

にて５町会

で実施した。

②市原市よ

り「避難行

動要支援者」名簿が関係町会に配

布された。

(4)南小学校「防災教室」の活

用と展示品のフォロー

引渡し訓練参加父兄への教室紹

介南小先生への防災ベンリグッズ

製作講習

(5)有秋地区防災無線通信訓練

災害時の通信手段確保の一環と

して有秋支所／アネッサ／東小／

西小／南小、相互間の通信確認を

実施した。

総務部 活動報告
(1)会員相互の連携協働を深め

る

①研修会、懇親

会の開催

テーマ「自分の

まちの防災体制

を知る」という

ことで、有秋支

所防災備品倉庫、

防災井戸、福増

クリーンセンター

姉崎分場応急給

水施設、市役所

防災備品倉庫および更級公園の

防災設備など見学した。また、

市危機管理課 地域防災マネー

ジャー 内田氏による防災講義

頂いた。

②安心訪問グループとの合同研

修会および懇親会（フォローアッ

プ研修）

講師；たいよう 中島所長

テーマ；相談を受ける時の心

構えについて

(2)地域情報を共有するために

広報誌「みなみかぜ」の発行

20号、21号、22号、23号を発行

(3)先生、保護者及び学校支援

ボランティアとの交流を図る。

運動会参加、バザーの手伝い、

マラソン立会い、グランド草刈

作業やありがとう集会などに参

加し交流した。

(4)防災・防犯について学ぼう

①市総合避難所訓練

（市原市、9月3日）

②避難所運営の体験訓練

（地区社協・ネットワーク共催、

11月11日）

③防災研修 （1月31日）

安心生活見守り支援事業
活動報告 ｛安心訪問グ
ループ｝
(1)「安心訪問の質の向上」に

ついて

①実際の活動の中で民生委員や

地域包括支援センターとの連携

を図った。

②クリスマスには、希望者へプ

レゼントを贈るなどして交流を
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平成30年度（第7回）定期総会を開催
日時；H30年4月17日 18時30分～20時15分

場所；桜台自治会館 ２F大会議室

出席者数；26人、委任状提出者；10人

司会進行；奈良輪、議長；井倉、書記；悦喜

２９年度活動報告



No 氏名 役職 専門部 所属

1 笹野　哲郎 会長 総務部 桜台お助けマン互助会

2 合田　祐二 副会長/子ども部長 子ども部 レクリエーション協会副会長

3 宮崎　栄 副会長 安全部 桜台自治会会長

4 奈良輪　義男 監事 子ども部 椎の木台自治会相談役

5 青木　勇司 理事/安全部長 安全部 県災害対策コーディネーター

6 井倉　健二 副会長/総務部長 総務部 椎の木台自治会監事

7 宇井　明 理事 安全部 天羽田町会長

8 豊田　博 理事 安全部 深城町会長

9 伊井　政志 理事 安全部 みどり町会長

10 大津　弘美 理事/安全副部長 安全部 椎の木台自治会会長

11 土橋　康夫 理事 安全部 市災害ボランティアNW会長

12 福原　昌章 理事 総務部 有秋南小学校校長

13 坂井　眞由美 理事/総務副部長 総務部 民生委員児童委員

14 小川　洋介 理事 安全部 福祉NW推進委員

15 藤原　忠 監事 安全部 明推協

16 東島　光子 理事/子ども副部長 子ども部 更生保護女性会

17 郡司　一二三 理事 子ども部 民生委員児童委員

18 並木　典子 会計 子ども部 民生委員児童委員

19 藤田　富紀子 副会長 子ども部 元主任児童委員

20 山本　知子 推進委員 子ども部 元民生委員児童委員

21 荒木　正範 推進委員 安全部 有秋南小学校教頭

22 悦喜　昭男 推進委員 総務部 桜台お助けマン互助会

23 西山　茂紀 推進委員 子ども部 椎の木台自治会副会長

24 大竹　幸夫 推進委員 子ども部 桜台自治会副会長

25 中島　義幸 推進委員 子ども部 有秋南小学校PTA顧問

26 青木　清彦 推進委員 子ども部 有秋南小学校PTA顧問

27 佐々木 美和 推進委員 子ども部 有秋南小学校PTA会長

28 鈴木　俊一 協力員 民生委員児童委員

29 青木　祥代 協力員 元民生委員児童委員

30 島崎　美智代 協力員 元民生委員児童委員

31 鈴木　節子 協力員 元社協有秋支部

32 野口　良枝 協力員 更生保護女性会

33 小島　弘子 協力員 更生保護女性会

34 竹内　秋子 協力員 民生委員児童委員

35 岩崎　キヌエ 協力員 女性部会

36 泉水　清 協力員 町会役員OB

37 泉水　和浩 協力員 青少年相談員

38 田久保　茂 協力員 有秋南小PTA役員OB

39 大下　裕次郎 協力員 有秋南小PTA役員OB

39 亀田　文夫 協力員 町会役員ＯＢ

40 小原　幸治 協力員 町会役員ＯＢ

41 鎌田　敏子 協力員 民生委員児童委員

42 原田　美津子 協力員 民生委員児童委員

43 大野　昭利 協力員 天羽田町会長代理

（市社協地区担当）

富樫　一貴 市社会福祉協議会

深めた。

③訪問員のフォローアップ研

修を実施（2017.7.12）

(2)「隠れた訪問希望者の顕在

化」について

①今年度は昨年に比較して、希

望者が3人、訪問員が2人減少し

た。希望者減少のうち2名は、

家族の住む近辺への転居。この

家族近住は好ましいことではな

かろうか。

②独居高齢者や高齢者のみ家族

が増えている中、参加者が増え

ないことは問題である。

活動の基本理念

“一人ひとりを尊重し、共に支え

合い、みんなで創る私たちのまち”

目標と活動（事業）

(1)ふれ合い・支え合いの絆を

強めよう！

・子どもたちを支え育てる活動

・安心生活見守り支援事業

・広報活動・啓発活動の充実

・歳末たすけあい事業

(2)安全なまちづく

りを進めよう！

・地域の安全を守る

仕組づくり

・防災意識・行動の

啓発活動

(3)ネットワーク活

動を推進しよう！

・自己研鑽、相互研

鑽活動

・他団体との連携強

化活動

子ども支援部
活動計画
(1)子どもたちを支

え育てる活動（学

校・ＰＴＡ支援活

動）

・学校行事のスケジュー

ルを確かに把握して、

少しでも応援が増や

せるよう努める。

・ＰＴＡ活動には、

ＰＴＡ会長との「話

し合い」をして応援

項目を確定したい。

(2)地域の安全を守る仕組づく

り（防災・防犯支援活動）

「30年度市原市主催防災訓練」

に子ども支援部の協力を頂き、

児童と参加していきたい。

(3)安心生活見守り支援活動

地域別会議の充実に心掛け、桜

台・椎の木台の安心訪問員の充

実、希望者の増に努めたい。

(4)歳末たすけあい事業の実施

昨年実行できなかった小役員会

を立ち上げ、企画・運営につい

て打ち合わせを進めたい。

安全部 活動計画
(1)地域の安全を守る仕組みづ

くり

・市原市総合防災訓練の機会を

活用し、各町会の実態に見合っ

た全戸安否確認と避難および避

難支援方法の周知を図る。

・市原市より配布の「避難行動

要支援者」名簿に基づく避難支

援プラン具体策について情報交

換し、各町会のプランづくりに

生かす。

・南小災害対策本部」とNWメン

バーおよび支援メンバーの互い

に顔の見える関係づくりを進め

る。

・南小学校防災・防犯行事への

対応

(2)防災意識・行動の啓発活動

・南小「防災教室」の利用と展

示品のフォロー

・防災研修の実施、参加による

レベルアップ

総務部 活動計画）
(1)自己研鑽・相互研鑽活動

・研修会、懇親会の開催

2019年1月30日（水）予定

平成30年 5月 ５日 みなみかぜ 第24号

3

30年度活動計画

南小ネットワーク会員名簿



・安心訪問グループとの交流を

深める

・「市原市総合防災訓練」（9

月2日）、「避難所運営訓練」

（11月10日）に積極的に参加する。

(2)広報活動・啓発活動の充実

「みなみかぜ」発行（年4回）

(3)他団体との連携強化活動

・先生・保護者及び学校支援ボ

ランティアとの交流を深める。

・保護者（ＰＴＡ）に対して、

ＮＷ活動の内容をアピールして

いく。

安心訪問グループ 活動
計画

(1)安心生活見守り支援事業

・魅力ある訪問方法を工夫しょ

う。各種イベントへの参加、茶

話会、体操会などの実施。

・隠れた訪問希望者を顕在化しょ

う。

・支え合い・助け合いの地域づ

くりに寄与しよう。
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イベント案内（5月～8月）

本号は新年度版というこ

とで、地域の方々へ南小ネッ

トワークの活動を出来るだ

け知って頂きたく、昨年度

の活動報告も、また新年度

の活動計画もなるべく詳細

に掲載させて頂きました。

そのためにダラダラとした

文字ばかりの紙面になり、

面白くない内容となりまし

たが勘弁ください。

今、ゴールデンウイーク

のさなか、元気な子どもの

声がない・・・。人影のな

い路面には立夏の強い日差

しが静かに照りつけている。

ご存じのように、南小校区

地域の子どもや生産者年齢

人口の減少と高齢者の増加

は特異です。特に独居高齢

者と高齢者のみ世帯は、全

世帯の40％に達しています。

通院・買い物・ゴミ出しな

どの日常生活が儘ならず

“生きずらさ”を感じなが

らの生活を余儀なくされて

いる方も多く居られると思

います。誰もが“安心して

住めるまち・共に支え合う

まち”に一歩でも近づける

よう、みんなで考え話し合っ

て新しいコミュニティ創り

を進めましょう。（S.T)

月 日 曜 行 事

5 11 金 南小引渡し訓練

5 15 火 NW推進委員会（椎の木台）

5 16 水 南小草刈ボランティア

5 19 土 南小春季大運動会

5 22 火 安心訪問員会議

5 26 土 有秋中体育祭

6 2 土 有秋ミニ集会（東小）

6 3 日 市内一斉清掃デ―

6 19 火 NW推進委員会（桜台）

6 20 水 南小草刈ボランティア

7 15 日 有秋地区盆踊大会

7 17 火 NW推進委員会（椎の木台）

7 18 水 南小草刈ボランティア

7 24 火 安心訪問員会議

8 20 月 南小草刈ボランティア

8 21 火 NW推進委員会（桜台）

南小先生の異動（平成29年度末定期人事異動）
＜敬称略＞

【退職・転出】

教 諭 江 東 絹 江 退職

教 頭 村 上 博 樹 有秋東小へ

教 諭 加曾利 礼 子 国分寺台小へ

教 諭 坂 本 由 依 明神小へ

教 諭 村 内 優 子 国府小へ

講 師 川 村 将 之 姉崎小へ

【転入】

教 頭 荒 木 正 範 五井小より

教 諭 宮 澤 美和子 青葉台小より

教 諭 廣 瀬 亜 弓 白金小より

教 諭 岩 佐 美 和 菊間小より

心のサポーター勝 野 さやか 新規採用

グランドで声援しよう！

南小春季大運動会

平成30年5月19日(土)
(雨天順延)

午前8時30分～14時30分

敬老席もあります！
みんなでゆっくり楽しもう！


